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制度を必要な高齢者へ届け、エアコンを実際の熱中症予防につなげる

状況を把握

申請が想定を下回り利用促進が
課題

→
質問する

利用実績・周知・支援拡充を確
認

→
市の答え

86件申請・78件決定、翌年度
も継続

→
次を確認

申請数・設置後の使用実態を確
認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

暑さの厳しい日田で、経済的に困難な高
齢者世帯へ制度を届け、設置後も冷房を
使える状態にすることが課題です。

質問

高齢者エアコン設置支援事業の利用実績、
市民への周知方法と支援拡充の可能性を
確認しました。

市の答え

2月10日までに86世帯が申請し78世帯へ
交付決定。周知期間や利用意識に課題が
あり、令和8年度も継続すると答えました。

最重要の到達点 制度を知らない・費用を立て替えられない高齢者にも支援を届け、冷房利用につなげること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

当時の実績 2月10日までに86世帯が申請し、要件を満たす78世帯へ交付決定

周知方法 市報、ホームページ、SNS、防災ラジオ、チラシ、通いの場、民生委員、ケアマネ等

当時の課題 受付約4か月、口コミに時間、本人が冷房を好まない例、熱中症リスクへの啓発不足

継続方針 令和8年度も制度を継続し、早い時期からの周知と啓発を進める

議事にある具体事項 高齢者エアコン設置支援は、新品エアコンの本体・配送・設置工事等を補助する制度

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和8年3月定例会／日田市「高齢者エアコン設置支援事業」（2026年9月5日確認）
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その後の進捗

2026年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

令和8年度も継続 65歳以上の高齢者がいる市県民税非課税世帯で、使用可能なエアコンが自宅に1台も
ない世帯を対象に実施しています。

故障世帯も対象 故障により使用できるエアコンが1台もない世帯も対象。新品本体、配送、設置工事、
撤去費を補助します。

9割・上限9万円 対象経費の10分の9、上限9万円を補助。受領委任払いにより、申請者は自己負担分
のみを事業者へ支払えます。

利用後まで確認 令和8年度の申請・決定・受領委任払いの利用数、使わない理由、設置後の冷房使用
実態を確認します。

出典：日田市議会 令和8年3月定例会／日田市「高齢者エアコン設置支援事業」（2026年9月5日確認）


